
　Covid-19流行以後、我が国の小児の感染症
の動向は大幅に変わりました。夏風邪に関して
は2020年から21年はほとんど流行せず、22
年に若干の増加を認める程度でしたが、23年
になってヘルパンギーナが例年より早い4月頃
から急激に広がり大流行となりました（手足口
病は目立った増加はありません）。R Sウイルス
に関しては、通常9月から12月に流行が始まる
ものでしたが、2016年で８月上旬、2017年
から2019年には7月上旬と早まっていました。
Covid-19流行後、2020-21年シーズンは全く
流行しませんでしたが、2021年夏前から、時
期外れの大きな流行が起こり、医療関係者を慌
てさせました。また、インフルエンザに関して
は、Covid-19流行が始まった2019-2020年
シーズンにおいて、例年より早めに立ち上がり
を見せていましたが、ロックダウンとともに速
やかに収束し、その後は流行が起こらずに、
2022-23年シーズンに小規模の流行が出現し
ました。その後、夏過ぎまで完全に収束しきっ
ていない状況が続いています。
　これらのウイルスは、Covid-19感染対策と
してのマスク、手洗い、いわゆる三密回避の効
果でかなり減少しました。基本に忠実かつ厳格
に行動すると感染予防がしっかりできることが
改めて認識できました。しかしながら、この状
態を永続させることは到底無理であり、そのう
ち再び流行が起こってしまったのもまた事実で
す。さらに、再流行がかなりの大流行になるこ
と、発症年齢が上がる傾向になることも経験し
ました。また、休校、外出制限が続くことによ
る教育機会の喪失・精神的な弊害もかなり大き
なものになりました。只々徹底的に感染を防御

するという方法は問題が多いです。
　新規感染症に対して、共同体レベル（国、自
治体、医療）では、その感染力、病原性によって、
検疫強化、患者の隔離、感染回避行動の指示な
どで対応し、急速な感染拡大を阻止し、医療体
制を整備する（感染状況の把握、患者受け入れ
対応、治療法の確立、ワクチンの開発）など、
今回のCovid-19流行時と同様な対応になると
考えますが、その経済的、社会的、精神衛生的
デメリット（小児では特に２、３番目）を鑑みる
と、どの程度徹底して行うかがポイントになっ
てきます。それに対し既存の感染症は主要なも
のはワクチンで対応できるようになってきまし
た。
　一方、子ども一人ひとりができる対策として
は何があるでしょう？既存の感染症であれ、新
規感染症であれ、基本的には、正しい生活習慣
を確立し、普段から感染症に対する抵抗力をつ
けておくことではないでしょうか。具体的には

①十分でバランスの取れた食事、②十分な質の
良い睡眠、③日中の充実した活動（楽しく学び、
遊ぶ）が重要でしょう。①は言うまでもありませ
んが、睡眠と免疫の関係が注目されつつありま
す。さらに、適度な運動は免疫機能を高めると
の多くの報告も上がっています。ここで、②と
③は表裏一体であり、②のためには③が必要と
なり、さらに規則的な生活リズムが重要となり
ます。WHOの「子どもの24時間行動ガイドラ
イ ン」で は、ス ク リ ー ン タ イ ム（テ レ ビ、
YouTube、ゲームなど）を1時間以内、運動を
2時間以上としています。一人ひとりの抵抗力
があらゆる感染症に対する最後の砦です。
　感染症に対する構えとして、共同体レベルと
個人レベルがありますが、決して逃げ切ること
はできないものであり、バランスよく対処し、
うまく付き合っていくことが重要であると考え
ます。

　手術・検査などに伴う痛みや出血などをで
きるだけ少なくし、身体への負担を減らし回
復を早めるような医療を低侵襲医療といいま
す。当院ではこれまでも内視鏡やカテーテル
など身体に対する侵襲度が低い医療機器を用
いた治療を行ってきました。

　今年度から手術支援ロボット、ダビンチを
導入することによりさらに安全で質の高い外
科治療が可能となりました。これからも市民
の皆様の信頼が得られる質の高い医療の実践
に努めてまいります。
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